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1. 研究目的

 私たちの身体は, 例えば乳児 と母親が言葉をこ

えた世界で共に揺れあうような, 原初的な身体の

共同性を基底 としながら, 他者身体 との問に様 々

な同調や共鳴, 共振 をつくりだしている。また, 

身体相互のかかわ りの中で生 じる"共 振"と いう

事象を通 して, 問身体的, 間主観的な感覚が生 じ, 

そのことで他者への共感や理解は深化するとされ

ている。本研究は, ひとの身体のこのようなあ り

方を踏まえたうえで, 以下の2つ を目的とする。

1. 共振の感覚 を, 教育的 ・療法的援助のもとに

意図的に発現 させることは可能か どうかを, 身体

表現活動のフィール ドで検証する。

2. どのような心理的機序によって共振へ と至るの

かをより多 くの人々を対象とする定量的な研究方

法を用いて検討 し, 実証的な視座から共振の発現

プロセスのモデル作成を試みる。

Il. 研究方法

1. 活動方法

二人組になり, 左右どちらか片方の手を合わせた

状態から以下の3つ の条件で, 各々約3分 間共同

で動 く。手は途中で変えても構わないし, 二人の

身体が離れた状態で動いても構わないこととする。

(1)一方から動 きを送 り(リ ーダー となる), 他方

はそれを受けながら動 く(2)リーダーを交代 して動

く(3)リーダーを決めないで動 く

2. 心理的機序の検討

(1)質 問紙の作成

2000年 度に行った身体表現活動での共振の発現プ

ロセスに関する実験で収集 した質的なデータ(活

動者の感想の自由記述)を 分析 し, その結果をも

とに15の 質問項 目を作成 し, 5段階の評定尺度を設

けた。

(2)調 査対象者

成人男女261名(男 性20名 ・女性241名)

(3)調 査期間 2001年5月 ～8月

(4)分 析対象

活動方法(1)～(3)で得たデータのうち 「(3)リーダー

を決めないで動 く」のデータを分析の対象とした。

(5)分 析方法

(5)-(1)SPSS-Base10. 0に よる階層 クラスター分

析と多次元尺度法を用いて, 相互に類似 した変数

を分類 した(5)一(2)多次 元尺度法により最 も距離

の遠かった2変 数と残 りの変数 との距離 を0か ら

1の 範囲で標準化 し, それぞれX軸Y軸 に置 き, 

線形回帰によって傾向を推定 した。

111. 結果及び考察

 共振の発現にかかわる質問項目への回答や, 活

動後の自由記述を検討すると, 多 くの対象者は, 

本研究で設定した活動方法を通 して, 相手の動き

と自分の動 きが一体化するような問身体的な感覚

や, 相互 に意図が伝わるような問主観的な感覚を

得ていることが示唆 された。その際, 共振へ とい

たるプロセスについては, 以下に, (1)多次元尺度

法によるユークリッド距離モデル及び, (1)を2変

数からの距離で標準化 した(2)共振の発現プロセス

のモデルを提示する。ここから明らかなように, 

共振の発現プロセスは, 自分の動 き方へのとまど

いからはじまり, ズレの感受の後に能動性 と受動

性の交錯を経て, からだが自然に反応するような

感覚へといたることが立証された。なお, 本研究

の分析で用いた階層クラスター分析と(1)の多次元

尺度法による距離モデルは, 相互に補完的な分析

方法とされているものである。今回の結果では, 

両社に同一の傾向がみられたことから, この分析

結果は強い論証を得たと考えることができる。

(1)ユー ク リッ ド距 離モデル

(2)身体表現活動における共振の発現プロセス
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